
対象案件 北広島市総合計画（第 5 次）の策定について 

意見募集期間 平成 22 年 3 月 1 日（月）から平成 22 年 3 月 31 日（水）まで 

担当部署(問合せ先） 企画財政部総合計画課 電話 011-372-3311 内 786･841 

意見提出件数 

意見提出者数  １人  

意見提出件数  ７件  

 

提出のあった意見の概要  
市の考え方 

（案を修正したときは修正内容）  

１ 計画全般について 

 

◆北広島市総合計画（第 5 次）の作

成主体は誰ですか。市長ですか、行

政ですか。原案では、作成主体が明

記されていませんので、原案の責任

が誰にあるのか不明です。作成主体

を明記してください。 

 

 

◆第 5 次の基本構想や基本計画は、

第 4次の総括を基にしてこそ示され

るべきではないでしょうか。第 4 次

における各施策の達成度、各施策が

実施できた理由、実施できなかった

理由と今後の課題を第 5次の序論に

載せて、第 5 次の基本構想や基本計

画の根拠を示してください。 

 

◆第 5 次（原案）の策定プロセスが

説明されていません。P.5 に市民ア

ンケート結果の概括があるだけで

す。この他に、上野市長の議会答弁

  

 

総合計画（基本構想及び基本計画）は、長

期総合計画審議会での審議など市民意見を

考慮して市長が原案を作成し、それを基に基

本構想（案）を議会に提案し、市議会の議決

を経て、北広島市が策定します。市が策定す

ることについては、序論の記述等で理解でき

るものと考えております。 

 

 現在の総合計画の施策の推進状況について

は、平成 20 年度に「現総合計画の点検」と

いう報告をまとめ、市ホームページ等で公表

しています。また、個別事業については、毎

年度実施している事務事業評価で達成度な

どを点検し、公表しています。 

原案では、それらの結果を踏まえ、各節ご

とに「現状と課題」について記述しています。 

 

総合計画の策定では、市民意識調査のほか、

公益活動団体意識調査、市民アイデア・提言

の募集、小中学生の作文・絵画の募集、市民

説明会、原案のパブリックコメント、総合計



によると、市内で活動する 690 の公

益活動団体を対象とした意識調査、

市民アイデア・提言募集、市民公募

を含めた長期総合計画審議会の設

置、まちづくり講演会、総合計画（素

案）の各地区説明会などが実施され

ているはずです。市民のための総合

計画であれば、これらの機会に出さ

れた意見を、第 5 次（原案）に載せ

て報告するべきではないでしょう

か。 

 

２ 個別事項について 

 

(1)P.5 の市民アンケート結果の中

で、満足度が低い施策「除排雪」、「観

光」について 

◆「除排雪」については雪対策基本

計画を策定するとありますが、どの

ような基本計画なのかまったく説

明されていません。案の段階で構わ

ないので、骨子を載せるべきです。 

 

 

◆「観光」については、北広島市の

観光協会の活動実態はどうなって

いるのでしょうか。観光振興と言っ

ても、ホームページすら開いていな

い観光協会で何ができるのでしょ

うか。観光協会の評価と見直しを原

案に載せるべきです。 

 

画フォーラムなどの市民参加手法を実施し、

結果は市ホームページ等で公表しています。

それらの個別意見については相当量になる

ことから掲載しませんが、策定経過や市民参

加の実施状況については今後追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原案の第 5 章第 4 節「交通の充実」におけ

る「冬期間における安全で快適な生活環境を

確保するため、総合的な雪対策を推進」とい

う記述が、雪対策基本計画の説明となってい

ます。その内容については、策定を進める中

で具体化していきます。 

 

北広島市観光協会は、「ふるさと祭り」や「ふ

れあい雪まつり」、観光パンフレットの作成

などの事業を実施しております。 

今後も、観光協会をはじめ関係団体と連携

して、観光資源の発掘など積極的な活動を展

開していきます。 

 

 



(2) P.18 の重点プロジェクトの 2 番

目「にぎわい・魅力づくりプロジ

ェクト」の市街地整備について 

◆新市庁舎は現在の位置に新築す

る計画と聞いています。駅前に交流

拠点をつくるという考えならば、新

市庁舎を駅前に移動させて、コンパ

クトシティの整備を検討してはい

かがですか。駅前には、エルフィン

パーク、マンション、各種商業施設、

金融機関、病院、芸文ホールなどす

でに一定程度の集積が見られます。 

 

(3) P.20 の重点プロジェクトの 3 番

目「住みたくなる地域づくりプロ

ジェクト」について 

◆公共交通の確保が挙げられてい

ますが、コミュニティバスの社会実

験運行を施策として明記してはど

うでしょうか。千歳市のビーバス、

えにわコミュニティバス、当別ふれ

あいバスが参考になります。 

 

 

 

市役所庁舎の建設については、平成 21 年度

に実施したパブリックコメントにおいて、

「新庁舎建設の検討結果報告書」を公表し、

市民意見をお聞きしました。今後も、寄せら

れたご意見などを参考にさらに検討を進め、

方向性を定め、次期総合計画期間中に整備し

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

地域交通システムについては、市や利用者、

交通事業者、関係機関などにより、平成 22

年 3 月に設置された「北広島市地域公共交通

活性化協議会」において、検討を進めていき

ます。 

 

 


